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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
胎内市は新潟県の北部に位置し、旧中条町と旧黒川村とが合併してできた人口約３４，０００人弱の新しい市です。市の名前の由来である、胎内川。日本一小さな山脈、櫛形山脈、貴重なブナの原生林。また、日本最古の原油湧出の地、日本一の作付面積を誇るチューリップ栽培、米粉発祥の地であり、いち早く学校給食に米粉パンを導入するなど、自然、歴史、文化、産業の豊かな町です。
胎内市は「教育は人をつくり、地域をつくる崇高な営み」の教育理念の下、「ふるさとを誇りに思う人間の育成」を「胎内市教育振興基本計画」の主目標の一つに掲げ、その具現に向け、学校と教育委員会が一体となり教育施策を実施しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中条小学校は当市の中心校であり、児童数４６１名の比較的大きな学校です。学校支援ボランティアを中心として地域との協働による学校づくりに取り組んでいます。学校支援ボランティアは日常的に教育活動に携わり、年間延べ約２３００名が学校の教育活動に参画しています。胎内市教育委員会との連携も密で、市教委の掲げる「ふるさとを誇りに思う人間の育成」を教育委員会、地域の方々と協働してその具現に取り組んでいます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような胎内市の教育理念、目指す子ども像を受け、また、新潟県は郷土愛を軸としたキャリア教育を推進していることを受け、当校においては、適切なキャリア発達を促すべく、「自ら課題を追究し、ふるさとへの思いを高める子ども」をめざし総合的な学習の時間を中核としたキャリア教育を展開しています。子どもたちの適切なキャリア発達は子どもたちが自己有用感を感じたり、地域の大人を始めとする多様な人々の生き方に触れたりすることで、よりよく子どもたちなりに自らの夢や将来像、生き方を考えることができ、キャリア発達が促されていくと考えます。そのためには、体験活動等をするだけでは十分ではなく、その充実とともに、子ども自身が探究的に学び、主体的に課題解決に取り組む過程で、基礎的汎用的能力を高めることができ、キャリア発達が促されると考えました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、当校では適切なキャリア発達を促すべく、次のように総合的な学習の時間を組織しました。まず、子どもが「自ら課題を追究するために、子ども自身がふるさとの問題を「自分事」として捉え、課題意識を高め解決していけるような探究的な学習過程を組織しました。そして、「自分事」としてとらえた課題をその意識を高めながら、ふるさとのよさや問題状況に触れたり、かかわったり、働き掛けたりする学習活動を行えるよう単元構成を２段階の単元構成としました。地域の大人と協働して、子どもたちなりにふるさとの課題解決を図る学習活動を展開することで、自己有用感を高め、多様な人々の思いや願い、生き方に触れることをとおして、ふるさとへの思いを高るとともに、その過程で基礎的・汎用的能力の育成が図られると考えました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域の問題状況を自分事の課題とするために、次のように学習過程を組織しました。子どもが抱いた興味・関心、疑問願いを課題設定の過程で体験活動と言語活動により最初の課題を設定し、その課題を課題解決の計画の過程で具体化された課題に高め、追究の過程で焦点化された課題にしていくというように課題をより具体的なものとしたり、焦点化したりというように、体験活動と言語活動の行き戻りを繰り返し、課題意識を高められるようにしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
体験活動の後には、話す・聞く、書くなど言語により、比較、分類、序列化、関連付けし整理・分析するなどの言語活動を行います。そうすることで、拡散していた子どもの意識が収束し、課題解決の方向を明確にでき、課題意識は高まっていきます。各学習過程において、その特性に応じて体験活動と言語活動を組織しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域の大人と協働して、子どもたちなりにふるさとの課題解決を図る学習活動を、子どもたちが主体的に行うためには、体験活動から得た子どもの思いを大切にし、子どもたちなりにふるさとの課題解決を図ろうという意識を醸成することが大切です。そのために、次のように２段階の単元構成としました。まず、地域の人・もの・ことにたっぷりとそして何度もふれたりかかわったりすることで、地域のよさや問題状況に触れたり、かかわったりする単元を第１単元。そして、そこで得たふるさとのよさや問題状況を踏まえ、子ども自ら地域の大人と協働して解決し、地域に働きかけていく単元を第２単元とし、子ども自らふるさとの「人・もの・こと」に主体的にかかわり、探究的な学びを深められるよう２段階の単元構成としました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような２段階の単元構成を組織して、総合的な学習の時間の4カ年を通して、ふるさとの「自然（３年）」「福祉（４年）」「産業（５年）」「ひと（６年）」を学習内容として、連続し、発展させながら「ふるさとへの思い」を高めるとともに、様々な大人の考え方や生き方に触れ各学年の発達段階に応じたキャリア発達が促されるようにしてきました。それでは、実践例として、５年生の総合的な学習の時間の取組について紹介します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当校の５年生は市のふるさと体験事業の一環として、農家泊２泊を含む、４泊５日のふるさと体験学習を実施しています。農家泊を行い、農作業体験をしたり、市の自然環境や特産品、文化、歴史等についての体験学習を行ったりしています。農家泊では３名程度のグループで分泊し、収穫、精米補助、家畜の世話等、お世話になる農家の仕事の手伝いをします。後半の２泊は民間の宿泊施設に泊まり、特産品の「フランクフルト作り」「搾乳体験」や自然環境について調査する活動など様々な体験活動を行います。ふるさとの「ひと・もの・こと」にたっぷりと触れ、かかわる体験活動をとおして、ふるさとのよさを実感として受け止めることができます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような第１単元での学びをもとに、第２単元は、ふるさとの問題状況を受け止め、子ども自らがふるさとのためにできることを考え「働きかける」単元です。子どもたちは特産品をつくったりその過程で特産品開発者の思いや願いを聞いたりする体験活動をとおして、特産品の可能性と地域活性化に尽力する人の思いに「あこがれ」の気持ちをいだきます。しかしその特産品は開発者の熱意と努力によって開発され、安全性と味に優れているにもかかわらず、地域住民でさえあまり知られていないという現実と子どもの思いとのズレに出会います。これを出発点とし、「地域の特産品のよさをＰＲする」という課題をもちます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その課題の解決に向け、子どもたちは様々なＰＲ方法を考えます。「ＣＭをつくる」「試食会をする」「回覧板で回す」「自動販売機で売る」しかし、子どもが考えるＰＲ方法は効果が薄かったり、自分たちでは実現不可能なことも多くありました。そこで、子どもたちは第１単元で出会った地域活性化に尽力している地域の方にアドバイスを求めます。地域活性化に尽力する人の思いや願い生き方に触れながら、そのアドバイスをもとに、座標軸を使って整理分析し、より効果的で実現可能なＰＲ方法を考え、それを実現するために子ども手作りの「特産品フェスティバル」を開催することにつなげていきます。


]

2

B

JT
[E)
=
ya)
7
g~
h
I
El:l
on P
R
7
A
< o
iE I
*
o)bi@;;
£>

U

: i
A i
- T
A/ I
y -1k
P
ics 55 752 7 “
I /’7
. - i L-hl—
L
-t‘
&
FE



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように課題意識を高め、地域の方々と協働して、特産品フェスティバルを計画し、実施しました。ＰＲするべき事柄、特産品フェスティバルで伝えるべきこと、会の運営の方法や参加者の募集にいたるまで、様々な課題の解決に子どもと地域の方々が何度もかかわり、子どもたち同士で、地域の方々と子ども同士が協働して活動に取り組み、フェスティバルを作り上げました。子どもたちは情報の収集と整理分析を繰り返す過程で、地域活性化に尽力する人の思いや願い、生き方に触れ、市の課題に子どもなりに参画することをとおして、自己有用感を高めながら、ふるさとに対する愛着と誇りを醸成していくことができました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
特産品フェスティバルは多くの参会者があり、子どもたちは大きな満足感を得ることができました。そして、子どもたちのふるさとに対する見方、考え方、子ども自身の夢や希望、憧れる自己イメージ像にも大きな変容が見られました。そのことは第一単元終了後の児童の感想と第2単元終了後の児童の感想の変容に見ることができます。第1単元終了後は、胎内市の特産品、自然といったことにふるさとのよさを見いだしていた子供たちが、第2単元では胎内市の一番の自慢は人であり、わたしたちのふるさとのためにがんばっている大人の生き方に憧れ、自分もそうでありたいという思いを強くしています。これらのことは多くの子どもたちに見られた姿です。
これからも当校は、以上のような自ら課題を追究し、ふるさとへの思いを高める子どもの育成を目指しながら、各学年の発達段階に応じて適切なキャリア発達が促されるようキャリア教育を推進していきたいと考えています。
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